
（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（表示方法の変更）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日。以下「税効果会計基準

一部改正」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延

税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更するとともに、税効果会計関係注記を変更しております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「繰延税金資産」が6,673百万円減少し、

「投資その他の資産」の「繰延税金資産」が4,416百万円増加しております。また、「流動負債」の「繰延税金負

債」が197百万円減少し、「固定負債」の「繰延税金負債」が2,059百万円減少しております。 

なお、同一納税主体の繰延税金資産と繰延税金負債を相殺して表示しており、変更前と比べて総資産が2,256百万

円減少しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社グループは、事業持株会社制を導入しており、時計事業につきましては当社が、それ以外の事業につきまして

は、各事業統括会社が包括的な戦略を立案し、事業を展開しております。

 したがって当社グループは、当社及び各事業統括会社を基礎とし、製品の種類・性質の類似性等に基づき、「時計

事業」、「工作機械事業」、「デバイス事業」、「電子機器事業」、「その他の事業」の５つを報告セグメントとし

ております。

 各事業の主な内容は次のとおりであります。

 事業区分 主要な製品

 時計事業  ウオッチ、ムーブメント

 工作機械事業  ＮＣ自動旋盤

 デバイス事業  自動車部品、スイッチ、ＬＥＤ、マイクロディスプレイ、水晶振動子

 電子機器事業  プリンター、健康機器、電卓

 その他の事業  宝飾製品

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理と概ね同一

であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自2017年４月１日  至2018年３月31日）

              (単位：百万円) 

  時計事業 
工作 

機械事業 

デバイス 

事業 

電子機器 

事業 

その他の 

事業 
合計 

調整額 

（注）１ 

連結 

財務諸表 

計上額 

（注）２ 

売上高                

外部顧客への 

売上高 
163,718 64,049 65,596 20,580 6,102 320,047 － 320,047 

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

83 357 2,223 107 826 3,599 △3,599 － 

計 163,801 64,407 67,820 20,687 6,929 323,646 △3,599 320,047 

セグメント 

利益 
16,183 10,443 2,782 513 311 30,234 △5,313 24,920 

セグメント資産 188,924 59,176 81,382 15,822 6,819 352,124 57,784 409,909 

   （注）１．調整額は、以下のとおりであります。

(１) セグメント利益（営業利益）の調整額△5,313百万円には、セグメント間取引消去19百万円及び各報

告セグメントに配分していない全社費用△5,333百万円が含まれております。

(２) セグメント資産の調整額57,784百万円には、各報告セグメントに配分されていない全社資産96,043百

万円及びセグメント間の債権の相殺消去等△38,258百万円が含まれています。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

 

 

 

当連結会計年度（自2018年４月１日  至2019年３月31日） 

              (単位：百万円) 

  時計事業 
工作 

機械事業 

デバイス 

事業 

電子機器 

事業 

その他の 

事業 
合計 

調整額 

（注）１ 

連結 

財務諸表 

計上額 

（注）２ 

売上高                

外部顧客への 

売上高 
163,525 72,164 60,807 19,330 5,824 321,652 － 321,652

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

108 1,201 1,930 115 829 4,185 △4,185 － 

計 163,633 73,365 62,737 19,446 6,654 325,837 △4,185 321,652

セグメント 

利益 
12,440 13,082 2,543 438 146 28,651 △6,240 22,411

セグメント資産 189,683 66,558 82,501 15,761 6,770 361,276 52,635 413,911

   （注）１．調整額は、以下のとおりであります。

(１) セグメント利益（営業利益）の調整額△6,240百万円には、セグメント間取引消去△191百万円及び各

報告セグメントに配分していない全社費用△6,048百万円が含まれております。

(２) セグメント資産の調整額52,635百万円には、各報告セグメントに配分されていない全社資産90,717百

万円及びセグメント間の債権の相殺消去等△38,082百万円が含まれています。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自  2017年４月１日
至  2018年３月31日）

当連結会計年度
（自  2018年４月１日
至  2019年３月31日）

１株当たり純資産額 797.75円 808.87円

１株当たり当期純利益金額 60.65円 42.00円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（注）２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益（百万

円）
19,303 13,369

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純利益（百万円）
19,303 13,369

期中平均株式数（千株） 318,287 318,284

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要

───── ─────

 

（注）３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

 （2018年３月31日)
当連結会計年度

 （2019年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 263,713 267,547

純資産の部の合計額から控除する金額

（百万円）
9,801 10,098

（うち非支配株主持分（百万円）） (9,801) (10,098)

普通株式に係る期末純資産額（百万円） 253,912 257,449

１株当たり純資産額の算定に用いられた期

末の普通株式数の数（千株）
318,285 318,282
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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